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水質の総量規制
　排水基準は今まで濃度規制のみであったが，閉鎖性水域で赤潮等の問題がクv一ズアップされ
るにつれて、水質汚濁物質の総排出量を規制しようとする気運が高まり，今年6月から総量規制がスタ
ートした。岡山大学においても，昭和54年2月に開催された公害防止対策委員会でこの問題
が取り上げられるなど，一部でその対応策の検討が開始されている。
　注）　岡山大学は水質汚濁防止法施行規則第1条の第2項に規定されている科学技術に関する研究を行
う事業場に該当するため，洗浄施設（流し）が特定施設として種々の法規制を受けている。
　従来の濃度規制では，汚濁物ぽ“水に流す。ごとくに，大量の水で希釈して排水基準以下に
して公共用水域に排出すれば良い状況にあったので，瀬戸内海，東京湾，伊勢湾のような広域
の閉鎖性水域における水質環境基準の催保が困難であった。このため，有機系水質汚濁指標の
1つである化学的酸素要求量（COD）が総量規制の指定項目となったわけである。
　水質の総量規制では，COD濃度と排出水量の積から算出されたCOD汚濁負荷量が法規制
の対象となるため，工程排水から汚濁物質そのものを減らさなければならないこととなり，水
質環境基準の確保の有力な手段と考えられている。
総量規制実施までのスケジュールは次のとおりである。
　昭和53年6月13日　水質汚濁防止法及び瀬戸内梅環境保全特別措置法一部改正。
　　　　　　　　　　　　　日平均排水量50ガ以上の特定施設を有する事業場で指定水域
　　　　　　　　　　　　　内にあるものについては，排出水に対してCODの総量規制を
　　　　　　　　　　　　　導入。
昭和54年5月
昭和54年6月12日
昭和54年8月
昭和54年　秋
昭和55年6月
昭和56年6月
上記2法の改正に伴い，政令，総理府令，環境庁告示を公示。
改正2法施行。
排出水の排水系統別の汚染状態及び量について．知事に届出。
CODに関する総量削減計画立案（知事）。
総量規制基準設定（知事）Q
COD汚濁負荷量の測定義務付け（予め，測定手法を知事に届出）。
　今回の総量規制では，指定水域にある日平均排水量400㎡以上の特定事業場（岡山大学も
該当）の排水溝に流量計及びCOD自動測定装置の設置が義務付けられ，その排出水量とCOD濃
度とを測定，算出されたCOD汚濁負荷量に対して規制が行われるわけである。一一方，許容さ
れるCOD濃度については，国の総量規制基準に従って，大学等の試験研究機関に対しては，
30～60㎎／4の範囲で知事が各事業場の実状に応じて定めることとなったので．従来の
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COD濃度規制基準（160㎎／4）に比べ，格段に厳しくなっている。
　それゆえに，対象となる指定水域にある特定事業場では，昭和56年6月の総量規制実施ま
でに，既に公示された法令に基づいて，COD汚濁負荷量の測定技術やCOD自主監視体制の
確立をはかる必要がある。
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岡山大学環境管理施設に関する連絡，お問
合わせは下記へ。
TEL　O　862（52）1111　（内線449）
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